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小学校理科における１人１台端末の活用シーン×StuDX Style

文部科学省 StuDX Styleウェブサイト https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年10月）

【StuDX Style関連事例】

知識をより深く理解できるようにするためには、複数の対象について調べ、調べたこと
を関連付けることができるようにすることが重要です。

学習指導に当たっては、予想や仮説を基に、視点を明確にして調べ、関連付ける
場面を設定することが大切です。
例えば、昆虫の体のつくりについて、頭、胸、腹といった部分に着目して見いだした問
題を解決する中で、１人１台端末などを活用しながら、複数の昆虫の体のつくりにつ
いて関連付けて説明し、理解を深める学習活動も考えられます。
その際、共同編集機能を活用することで、相互に考えを見合ったり、自分の考えと
比較して新しい考えを発見したりし、まとめかたのよさを共有できます。

また、作成したスライドなどのデータをクラウドに保存しておくことで、教師だけでなく児
童自身も、いつでも学習過程を振り返ることができます。

３-②

付箋操作のオンライン化 作成スライドを分担した後で協働的に解決

３-⑪

知識をより深く理解できるようにするためには、複数の対象について調べ、調べたこと
を関連付けることができるようにすることが重要です。

学習指導に当たっては、児童があらかじめ持っているイメージや素朴な概念などを、よ
り妥当性の高いものに更新していく場面を設定することが大切です。
例えば、植物の発芽、成長、結実について、１人１台端末などを活用しながら、あ
らかじめ持っていたイメージや素朴な概念と、学習したことを意味付けたり関連付けたり
して、それらを説明し、理解を深める学習活動も考えられます。
その際、共同編集機能を活用することで、相互に考えを見合ったり、自分の考えと
比較して新しい考えを発見したりし、理解を深めることができます。

また、作成したスライドなどのデータをクラウドに保存しておくことで、教師だけでなく児
童自身も、学習過程を振り返ることで考えや理解を深めることができます。

【使用するソフト（例）】

OS標準の
プレゼンテーション
ソフト

OS標準の
デジタルホワイト
ボードソフト

スライドKeynote PowerPoint

Jamboard Whiteboard
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